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序

長岡市内では、近年ほ場整備事業に伴う追跡の発掘調壺が盛んになってきました。平成 4年度から長岡

市教育委員会が発掘調査を行った辿跡は、西暦1450年前後の元号と思われます「文明」の文字が墨書され

た木札が出土した栖吉町松葉辿跡、縄文時代中期から晩期の集落跡と中世の地下式横穴などが重複してい

た中道遺跡、弥生時代の集落跡と方形台状墓などが発見された藤ヶ森遺跡、それに弥生時代から古墳時代

の集落跡の五斗田追跡など、長岡市の歴史を考える上で買重な資料を得ることができました。

平成12年度に調壺を行った栖吉北部地区は、長岡市農業協同組合 （当時）が事業主休となってほ場整備

事業が計画されている地域です。長岡市教育委員会では事業計画と遺跡の保存方法について、協議するた

めの資料を得ることを H的に追跡の確認および試掘調査を行いました。調査の資料は、ほ場整備事業の設

計を行う際の参考として長岡市農業協同組合に提供しました。今後は、長岡市牒業協同組合が設計した計

画案と追跡の保存について協議を進め、埋蔵文化財保設に辿漏のないように努める所存です。

今回の調査にあたっては、事業主体の長岡市農業協同組合および地元の栖吉第二地区ほ場整備協議会を

はじめ、御指導 ・御協力をいただきました関係団体および方々に心よりお礼を巾し上げます。

平成13年 3月

例三

1 本書は、平成12年度に栖吉北部に計画された

ほ場整備事業地内を対象に実施した市内追跡発

掘調査の記録である。

2 調査経費は、国庫補助金と県支出金の交付を

受けた。

3 調査は、長岡市教育委員会が主休となり、文

化財保設法の調壺担当者を駒形敏朗として実施

した。

4 本書の作成は駒形が行った。

5 調杏の記録は、長岡市教育委員会が保管して

いる。

6 陶磁器については安藤正美氏からご教示をい

ただきました。心からお礼を申し上げます。

長岡市教育委員会

教育長笠輪春彦
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調査

(l)調査に至るまで

長岡市栖吉地区は、越後上杉氏の祈1領所であ った稗済寺と、古志長居氏が居城とした栖吉城を中心に発

展してきた中恨の伝統を受け継いでいる集落である。 この栖吉地区は昭和59年に三貰梨辿跡の確認調査以

来、栖吉川沿岸の15枇紀代の中世辿跡を中心に発掘調査などが数多く行われてきた。

このたび、栖吉町の北部地域を対象に、長岡市牒業協同組合 （以下 「牒協」 と言 う）が事業主体とな っ

て計111Jjされた。計両地には周知の辿跡である村ド辿跡のほかに、栖吉城跡の肘館跡や普済寺に関連するで

あろうタテノコシ ・ジッチョウインなどの地名が辿称名として伝わっている。

このため、長岡市教育委員会は辿跡の保護を l」的に、農協と数回にわたって協議を行い、平成12年度中

に村下迅跡や辿称名の地域を対象に確認 ・試掘調壺をし、調在結呆を参考に辿跡の保存方法について再度

協議することで合唸した。そして、計両地にある村下遺跡や地名から未周知の辿跡が所在する可能性のあ

る地域を対象として平成12年10月に追跡確認及び試掘調壺を行った。

(2)調査の経過

瀾査は、 10月 211に調壺事務所）11のハウスを設骰し、調査機材の搬人から始めた。 3日は降雨のため、

4 11にタチアガリからバ ックホー及び人力による試掘調査を開始した。調1Eは、タチアガリ、ソデクネ r、

ジッ チョウイン 1、村下、ソデクネ？、ジ ッチョウイン②の）Iii[で行い10月1611に終わった。

第 1図 調在対象地および中世迎跡群 (150.000 長l,fiJ)

1 調査対象地 2 栖吉城跡 3 中氾辿跡 4 三貫梨館跡 5 二闘梨瑣墓 6 松葉逍跡

7 下道埋蔵銭出上地
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2 環境

(1) 地理的環境 （ 第 1 図• 第 2図）

調査対象地 （ほ場整備事業計両地）は、信濃川の右岸で、南北に連なる通称「東山」の西麗に位罹する。

東山からの栖吉川が、谷口扇状地を形成しながら信濃川に向かって流れている。栖吉の集落は、東山の据

に沿った栖吉川の右岸に展開している。調査対象地は栖吉集落の北端部に広がる水田や:.tillである。

調壺対象地のうち、タチアガリは悠久山との間の扇状地に、村下追跡は東山の西麗が扇状地に落ちると

ころに、ジッチョウインは東山の裾に位置している。ソデクネは集落の北端部で、東山の枷が北側に傾斜

するところに位齢し、栖吉城跡や将済寺に続く裾部とは南からの沢で隔てられ、西や北は扇状地に続く 。

この沢と扇状地がタテノコシの地名が残るところで、ソデクネを取り巻いている n

タチアガリの標高は67m、現況は水田。村下追跡は標高71m、現況が畑である。ジッチョウインは上下

二段に分かれ、上段の標高が84m、現況は荒地、 ド段は標高74111、現況は丈Illである 。 ソデクネは標高が

南が77m、北が74m、現況は南に:.tillが広がり、西から北は水田となっている

( 2 ) 歴史的環境 （ 第 1 図 • 第 2図）

栖吉には中道辿跡、 三貰梨墳菜、 三貰梨館跡、下道埋蔵銭辿跡、松葉逍跡などの中世追跡が多数存在し

ている。中道は地下式横穴などが検出された辿跡、 三貰梨墳臨は上葬と火非の墓地、 三貰梨館跡は寺院跡

の11f能性が高い館、松業は 「文明」墨杏の木札を出土した集落、 F道は14匪紀l―,,ごろの地蔵銭出土遣跡で

ある。これらはいずれも栖吉川沿いに所在する追跡である。これに対し、栖吉北部には15世紀末から 16世

紀初頭に長尾氏が拠点を蔵王堂城から移転した栖吉城があり、長尾氏の移転に伴って栖吉川沿岸から 15世

紀に松葉や中誼の集落、 三貰梨寺院 （？）などもこの地域に移転してきた可能性が高い。

第 2図 調壺対象地付近の中世追跡群 (1/20.000) 

1 ソデクネ 2 タチアガリ 3 村下逍跡 4 ジッチョウイン 5 栖吉城跡 6 中道遺跡

7 三貫梨館跡 8 三貫梨墳墓 9 下道埋蔵銭出土地

-2-



3 タチアガリ

調査 （第 1-3図） タチアガ リは 「館」の読みに通じる地名で、栖吉山城の館 （根小屋）に関係す

る施設の存在が予測された地域である。調査地の北側で、ほ場整備事業地外にもタチアガリの地名がある。

調在対象地は南側に谷頭をもつ大きな沢状の水田に位四している。調壺トレンチを 2本設定してバックホ

ーで発掘する。調査の概要は下表のとおりである。調在面積は48rrl0 

土層序 （第4図） 1 Tは表土下に黒褐色上が堆積しているが、 2Tの地山は表上直下での青灰色粘

I: である c そして、 1・2 Tともに表上直下で油水となる c

まとめ タチアガリは辿梢 ・造物ともに検出されず、地山が滞水性の青灰色粘土であり、調壺地が沢

である ことなどから、調壺対象地は追跡とは考えられない。

第 3図 調査グリ ッド図 (1/2500) 
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・タチアガリ調査概要表

トレンチi規模 (m) I深 度 辿物

ー
＿
2

2 xzo 
2 X 4 

4 0 

1 5 

地山土

青灰色粘土

青灰色粘土

構

し

し

な

な

辿

し

し

な

な

特記事項

特になし

特になし

タ lT 夕 2T

冒言口
T
 

2
 

ーソ

ェ言/1 1層表土（茶褐色土）
I彎 .,.""I
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~~ 瓢二言三

西T
 

6
 

ソ

三
瓢ニ冒

士焙凡例
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ーソ

ニ三〕

T
 

4
 

ーソ

／言
／
言／三

8
 

〔
二
冒
暉疇地山（黄褐色土）

国冊6層 盛土

第 4図 土膀柱状I図 (l/60) 

タ＝タチアガリ 村＝村下遺跡 ジ＝ジ ッチョウイン ソ＝ソデクネ

4 村下遺跡

調査 （第 1~ 31又I) 村下迫跡は、縄文土器や珠洲焼の破片が採集された周知の遺跡である。遺跡の

位囮は、東山丘陵の裾に南北に細く広がる平坦面である。確認調究の トレンチは 6ヵ所設定し、バ ックホ

ー及び人力で発掘を行った。調査而積は48n1。辿構 ・追物は確認されなかった。

土層序 （第 41叉I) 村下追跡の土層は、表上 ・黒褐色土 ・黄褐色上の地山が基本である。地山までの

深度は、 60~80cmのところもあるが辿物は出上せず、黒褐色土を追物包含層とみなすことはできない。

まとめ 村下は周知の追跡であるが、今回の調査では追構 ・辿物ともに検出されず、追跡と見なすこ

とは、今回の調査対象地とした地域では少なくともできない。

・村下遺跡調査概要表

トレンチ 規 模 深 度 地 IU 士 辿 構 辿 物 特記事項

1 2 X 4 6 0 黄褐色土 な し な し 特になし

2 2 X 4 6 0 黄褐色土 な し な し 特になし

3 2 X 3 8 0 黄褐色土 な し な し 特になし

4 2 X 6 2 5 黄褐色士 な し な し 人頭大の礫が多い

5 2 X 4 1 0 黄褐色土 な し な し 地山直上に人頭大の礫

6 1 X 6 1 0 黄褐色土 な し な し 特になし
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5
 

ジッチョウイン

調査 （第 1~ 3図）

土層序 （第4図）

ジッチョウインは実相院 （ジッソウイン）が訛化した地名と考えられること、

下段の調査対象地が、寺院跡の所在する可能性がある地形を有することなどから調壺を行った。また、 上

段は秤済寺が管理する墓所の下に広がる平坦而であり、実相院の故地あるいは未周知の追跡が所在するこ

とも考えられ、試掘調査を行うことにした。下段は畑、上段は荒地である。下段の調査はバックホーで発

掘し、上段はバックホーが上れないため人力で発掘した。面積は48n-i。

ジッチョウイン下段の 1Tの土1屑は、 10cmの表土ですぐに黄褐色土の地山とな

る。発掘の状況からは、すでに開墾等で旧地形が削平されたものと息われる。 ヒ段 2Tも下段 1Tとほぽ

同様である。上段の 3Tは表土上面から地山までは20cmとやや深いが、黒掲色土の堆積は薄い。

遺物 各トレンチからは碗や猪n など、 1s-1仕紀か ら 19世紀の瀬戸美濃• 関西系・肥前焼の近世磁器の

破片が11点出土している。中世の辿物は出上しなかった。

まとめ ジッチョウインは、 普済寺に関係する実相院（ジッソウイン）が訛ったものと考えられて

いる。実相院の所在地は不明であるが、通称地名からと 1トレンチがある広がりは寺院跡に類似すること

などから、調壺場所が実相院比定地の一つと見られていた。 しかし、遺構・辿物ともに発見されず遺跡と

は考えにくい。地山面までの土屑堆栢が 1Tで10cm、 ヒ而の 2・3Tで12ないしは20cmと浅く、場合に

よってはすでに開墾等でジ ッチョウイン遺跡が削平されたことも考えられる。

・ジッチョウイン調査概要表

トレンチ 1 規~x2~葵 Ii菜~ ~ 変
ー

2
 

2 X 4 1 2 

3
 

2 X 4 2 0 

地山士

黄褐色t
黄褐色土

黄褐色土

＿
な
一
な
一
な

辿

し
一し
一
し

構一 追物

近批磁器

なし

近枇磁器

特記

特になし

特になし

特になし

事 項
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ソデクネ・タテノコシ

調査 （第 1~ 3図） ソデクネとタテノコシは、栖吉山城の麓に位置する普済寺から下がったところ

で、栖吉本村集落の北側に続く平坦而 （ソデクネ＝第 3図濃い網掛部分）と、 それを取り巻く沢を含む地

域 （タテノコシ＝第 3図柑い日の部分）の通称地名である。タテノコシは堀を指す地名であることが多く、

ソデクネの東側の沢と西 ・北の一段低い水田が堀と推定される。

畑地の調査は、作付けをしていないtillに2X4mのグリ ッドを基本に設定して人力で、水田はトレンチ

を設けてバ ックホーで発掘を進めた。設定したグリッド ・トレンチは18ヶ所、発掘面栢は318nfである。

土層序 （第 4図） 畑地であるソデクネの土層は表土 ・黒褐色土 ・地山の三層で、縄文七器を出土し

た14Tで包含層が存在すると考えられるが、 他のグリッドでは存在しない。水田のタテノコシは表土 ・地

山の二層が基本土陪である。水田は個別の水田造成が行われ、表土の直下が地山とな る箇所や、山側を削

った土砂を地山の青灰色粘土の上に盛った箇所、地山面が傾斜しているところがある (7・8・12T)c 

遺構 （第 5図） 5 Tの遺構は北側に溝、中央部にピ ット、方形区画の落ち込み、不整形の落ち込み

などがある。溝は幅約 1m、確認面からの深さ約30cmで、 17世紀後半-18批紀前半の肥前焼の碗が 1点

出土した。中央のピ ットは、直径 lmで30cmほど掘り下げたところ、若干粘質を帯びた黒色七が充満 し

ており、遺構の可能性が高く、形態や規模などから井戸と推定した。不整形のピ ットは、方形に近い形態

で、深さ約35cmである。その他の落ち込みは規模が大きいが、追構か否かの判断は現場ではつかなかった。
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17Tはトレンチのほぽ中央部に、北側に青灰色粘上、山側の南には黄褐色上が堆積していることが明瞭

に境界線を挟んでみられた。そして、黄褐色上の地山側に直径15~20cmの小ピ ットが境界線と平行に並

んでいた。青灰色粘上部分は堀跡、小ピ ットは館側に設けられた柵列の可能性が高いといえよう 。

その他、 7・18Tで方形区画の落ち込みが、 13Tでは南北に走る段が確認された。 7T及び13Tの落ち

込みを発掘したが、造物を伴わないことや、落ち込みの覆上に締りがないことなどから辿構とするには

杓下の無理があり、 全体を発掘した上で結論を出したい。段は畑の区画溝かとも思われる。

ー’’
ソ丁クネ・タプノコシ調査概要表

トレンチ 規 校 深 度 地 山 土 辿 構 辿 物 特記 'j";. 項

1 1.5 X 4 1 5 貨褐色士 な し 近世磁器 特になし

2 2 X 4 1 5 黄褐色土 な し な し 特になし

3 2 X 4 2 5 黄褐色土 な し
渡来銭

銭は 「元■■究J
近世磁器

4 2 X 4 2 5 黄褐色士 な し な し 特になし

珠洲焼 ・越前焼
辿構の種類から屋敷跡と

5 4 X 26 1 5 黄褐色土 n戸 ・土堀 中世瀬戸美濃

近1せ磁器
思われる。

6 2 X 16 
1 8 

黄褐色士 な し な し 地山が東から西へ領斜
6 0 

7 2 X 6 
3 0 

黄褐色土 1-. 堀 （？） 近世磁器
t城の性格は不明

5 6 地山が南から北へ傾斜

8 2 X 4 
2 0 

黄褐色士 な し 近祉磁器 地山が南から北へ傾斜
4 0 ， 2 X 4 2 0 黄褐色土 な し な し 特になし

10 2 X 2 5 0 黄褐色土 な し
rl'I仕瀬戸美濃

表上はかく乱
近世磁器

11 2 x20 1 8 貨褐色土 な し 近批磁器 特になし

12 2 X 4 
1 0 

黄褐色士 な し 近枇磁岱
地山が南から北へ傾斜

6 0 但含層 （？）の存在

13 2 X 4 4 0 黄褐色上 段
瓦質七器 西側に高さ50cmの

近世磁器 坑を確認

14 2 X 2 5 6 黄褐色上 な し
縄文土器

包含層が存在
近枇磁器

15 2 X 3 7 3 仔灰色粘士 な し 近l止磁器 特になし

16 2 X 5 
1 8 

行]:)計色粘上 な し 近憔磁器 地山が東から西へ傾斜
4 0 

17 
2 0 黄褐色七 堀 （？）

近枇磁器
地山が、行灰色粘上と黄

2 X lQ 
4 0 l『灰色粘七 柵列 （？） 褐色土と分かれている。

18 2 X 12 2 0 黄褐色土 ガ形士堀 3碁 近世磁器 上堀の性格はイ叫月

遺物 （写真） ソデクネ・タテノコシからは陶磁器が出七しているが、 '11Ill: の逍物は 5Tの包含層か

ら珠洲焼と越前焼の甕の胴部破片、 5Tピッ ト出上の瀬戸芙涙小nil、lOTの瀬戸美濃、 13Tの瓦質上器

(I::. 風呂）の 5点であなその他、北宋銭の 「冗■■密」（破担）が 3Tで出上した。それ以外は近iitの磁

器の破片で、 tに18・1せ紀から19ilt紀の肥前焼である。なお、縄文土器が14Tから 5点出土している。

まとめ ソデクネ ・タテノコシの試掘調企では、主に 5Tで溝や井戸（ ？）などの辿構と珠汁M焼・越

前焼などの中枇の追物が検出された。そのほかに縄文土器が集落寄りのグリ ッドから出上した。辿物の出

上址や確認された逍構が少ないことが気になるが、辿構と思われる井戸や堀などが確認された 5T・17T 

の地域はもちろん、それに間まれたソデクネの部分に屋敷跡が広がっていた可能性があると考えられる。
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゜
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゜
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4m  口

A
 

A 

瞑屑 II層黒褐色土

靡 III層地山（黄褐色土）

C D 
~ IV層地山（青灰色粘土）

• 一 一・

冒
四 5思 暗灰色粘士＋地山粒

□ 6層黒色士（炭化物）

麟 7恩黄灰色粘土

E
 

F
 

冒

B 

逍構覆土凡例

1層表土（茶褐色士）

゜
2m 

第 5図 ソデクネ追構確認状況図 (1/120)
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村下遺跡近景 （南から ）

.,. 軍""""・"
村下遺跡調査風景 村下遺跡 5G完掘状況

＇ タチアガリ 1T完掘状況

、
r, I'疇 I疇

・し・
. . . 
ジッチョウイン遠景 （西から ） ジッチョウイン 1T調査風景

写真 1 栖吉北部地区の調在
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発掘風景

5 T遺構 （？）確認状況 5 T溝跡確認状況

写真 2 栖吉北部地区 （ソデクネ・タテノコシ）調在
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一
写真 3 ソデクネ出士土器

l 縄文土器 2 珠洲焼 3 越前焼 4-6 瀬戸美濃焼 その他は近世磁器
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